
消
費
生
活
相
談
だ
よ
り

商
工
会
だ
よ
り

ぼうさい掲示板

▶問い合わせ先　防災危機管理課　防災係　☎６８－２２１１（内線３１７）

長 期 化 す る 避 難 生 活 も、 備 え て 安 心

　災害が起きた際、まず大事になってくるのが自助 (※ ) の行動です。
　自分の身は自分で守るという意識が、災害時の命を左右します。
　これから来る災害に備えた自助の一つとして、非常食の備蓄が
あげられます。
　電気やガス、水道といったライフラインが止まってしまうなど、
日頃からいつ来るかもしれない非常時に対応するために、飲料水
や非常食を備蓄しておくことで、長期化する避難生活に備えましょう。

※自助とは、自らの身は自ら守ることです。主に事前の防災対策から、他人に頼れない発災時に、災害での
命を左右するのは、自助努力にかかっています。

防災備蓄の重要性

①　最低でも３日分を目安に、水や食料を用意しておこう。
②　災害時に持ち出す備蓄品は玄関や寝室などに置き、すぐに持ち出せるようにリュックなどにまとめておこう。
③　定期的に消費期限を照らし合わせ、必要に応じて入れ替えよう。

備蓄のポイント

避難生活で、あると便利な非常食の例

レトルト食品、アルファ米、缶詰、乾パン、ビスケット、チョコレートなど。
調理なしですぐに口に運べるものがオススメです。

・衛生・生理用品（除菌ジェル、歯磨きシート、ウエットティッシュなど）
・医薬品（常備薬、ばんそうこうなどの救急セット）
・貴重品（免許証や健康保険証のコピーなど）
・季節用品（カイロ、虫よけスプレーなど）
・照明器具（ライト、懐中電灯など）
避難所での避難生活を想定し必要最低限のものを入れておこう！

非常食以外にも用意しておきたい、非常持ち出し袋の中身について

　避難を要する大規模な災害時、まずは自分や家族の身の安全を確保することが
第一優先ですが、安全が確保できた後にホッと安心すると、次はだんだんお腹が
空いてくるものです。
　避難所でも最低限の食料を用意してありますが、避難生活の長期化や、万が一
を考えて、自分たちでも食料を確保することが大切です。
　持って逃げられる重さ、量を考えて、各家庭の必要分の備蓄を平常時から備え
ておきましょう。

▼
ア
ド
バ
イ
ス

◎�

必
ず
「
最
終
確
認
画
面
」
で
定
期
購
入
が

条
件
に
な
っ
て
い
な
い
か
、
２
回
目
以
降

の
分
量
や
代
金
な
ど
の
販
売
条
件
、
解
約

条
件
な
ど
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◎�

利
用
規
約
の
内
容
を
よ
く
確
認
し
、
解
約

時
の
連
絡
手
段
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

〈
参
考
：
消
費
者
庁
・
Ｉ
Ｐ
Ａ
・
国
民
生
活

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
く
ら
し
の
豆

知
識
〉

▼
問
い
合
わ
せ
先
　

①
ま
ち
未
来
創
造
課　
消
費
生
活
相
談
窓
口

　
毎
週
水
・
金
曜
日

　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
リ
モ
ー
ト
相
談
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
毎
週
月
・
木
曜
日
（
要
予
約
）

※
４
月
か
ら
曜
日
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
２
４
６
）

②
茨
城
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
平
日
と
日
曜
日
（
日
曜
日
は
電
話
の
み
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
☎
０
２
９
‐
２
２
５
‐
６
４
４
５

③
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
（
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
）

　
土
・
日
曜
日
、
祝
日

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
☎
１
８
８
（
イ
ヤ
ヤ
！
）

※
他
市
町
村
へ
の
ご
相
談
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

ネ
ッ
ト
通
販
で
の
定
期
購
入
ト
ラ

ブ
ル
に
ご
注
意
！

　

利
根
町
商
工
会
で
は
、「
利
根
町
精
工
組

合
」
主
催
に
よ
る
、
労
働
安
全
衛
生
法
に
基

づ
く
各
種
技
能
講
習
・
特
別
教
育
な
ど
を
実

施
い
た
し
ま
す
。

　
職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
講
習

▼
日
時　
９
月
26
日
㈪
・
27
日
㈫
の
２
日
間

※
料
金
等
詳
細
に
つ
い
て
は
利
根
町
商
工
会

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
労
働
安
全
衛
生
法
第
60
条
お
よ
び
労
働
安

全
衛
生
規
則
第
40
条
に
よ
り
、
新
た
に
職
長

の
職
務
に
就
く
者
に
対
し
、
作
業
員
を
直
接

指
導
、
監
督
の
方
法
な
ど
の
安
全
ま
た
は
衛

生
の
た
め
の
教
育
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
建
設
現
場
に
お
い

て
職
長
が
安
全
衛
生
責
任
者
を
兼
務
す
る
事

が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、「
職
長
教
育
」

と
「
安
全
衛
生
責
任
者
教
育
」
を
統
合
し
た

「
職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
教
育
」
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
18
年
４
月
の
労
働
安
全
衛
生

法
の
改
正
に
よ
り
、
職
長
教
育
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
「
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
が
追
加

さ
れ
た
た
め
、
当
該
教
育
も
併
せ
て
実
施
い

た
し
ま
す
。

　
２
日
間
に
渡
っ
て
の
有
料
講
習
と
な
り
ま

利
根
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事

業
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
各
種

技
能
講
習
・
特
別
教
育
等
開
催
の

お
知
ら
せ

　
利
根
町
商
工
会
で
は
、
利
根
町
よ
り
委
託

を
受
け
、
原
油
価
格
や
物
価
高
騰
の
支
援
策

と
し
て
「
令
和
４
年
度
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
事
業
」
の
実
施
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
利
根
町
全
世
帯

へ
の
ご
案
内
、
利
根
町
商
工
会
商
品
券
事
業

特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
公
開
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
利
根
町
商
工
会
で
は
、
商
品
券
取

り
扱
い
加
盟
店
を
随
時
募
集
し
て
お
り
ま

す
。
ご
希
望
の
事
業
者
の
方
は
、
ぜ
ひ
、
利

根
町
商
工
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
利
根
町
商
工
会　
☎
68
‐
７
４
１
７

　

販
売
サ
イ
ト
な
ど
で
、「
お
試
し
料
金
」

で
申
し
込
ん
だ
つ
も
り
が
、
実
は
高
額
な
定

期
購
入
だ
っ
た
、
と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談

が
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
手
口
は
「
詐
欺
的

な
定
期
購
入
商
法
」
と
位
置
付
け
ら
れ
、
令

和
４
年
６
月
１
日
に
規
制
が
強
化
さ
れ
ま
し

た
が
、
ネ
ッ
ト
通
販
を
す
る
時
に
は
、
注
文

を
確
定
す
る
前
に
よ
く
確
認
す
る
事
が
大
切

で
す
。

▼
ト
ラ
ブ
ル
事
例

①�

「
初
回
５
０
０
円
」
と
い
う
ダ
イ
エ
ッ
ト

サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
広
告
を
見
て
、
初
回
だ

け
の
つ
も
り
で
注
文
を
し
た
。
し
か
し
、

定
期
購
入
に
な
っ
て
い
て
１
万
円
の
請
求

を
さ
れ
、
６
か
月
は
解
約
で
き
な
い
と
言

わ
れ
た
。

②�

美
白
ク
リ
ー
ム
の
広
告
で
「
初
回
５
５
０

円
」
と
あ
っ
た
の
で
注
文
を
し
た
。
す
ぐ

に
商
品
が
届
い
た
が
、
１
週
間
後
に
も
同

じ
商
品
が
３
個
届
き
、
３
万
９
０
０
０
円

の
請
求
に
な
っ
て
い
た
。
問
い
合
わ
せ
を

す
る
と
定
期
購
入
に
な
っ
て
い
る
と
言
わ

れ
た
。

す
が
、
終
了
証
の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
の

で
、
未
だ
に
未
終
了
で
作
業
を
行
っ
て
い
る

方
は
お
早
目
の
ご
参
加
を
推
奨
い
た
し
ま

す
。商
工
会
非
会
員
の
方
も
参
加
可
能
で
す
。
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